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且9聴寂後半 ハ ンガ 1) 一 に お ける対日認識の 一 考察
′
- Vas畠rn api Ujsag に現れた 日本観 -
は じめに (問題設定と先行研究)
1 問題設定
近藤正憲
1981年の ｢日本と東欧の 文化交流に 関する国際シ ン ポ ジウム+ にお い て南塚信 吾は ｢日本と ハ
ンガリ ー と の 文化交流 は意外 に太 い とい えるo しか し､ そ れほ 両者間の 政治的変化 を見事 に反映
して い る｡ したが っ て ､ 今日 ､ そ の遺産 をどう評価 し吸収す る かが大き な問題 で あろう｡ + と述
べ た上で 日洪両国の 相 互認識 を大まか に概観 して い る ｡ 南塚は①第 一 次大戦前 ､ ②戦間期 ､ ③第
二次世界大戦後 196 0年代まで ､ ④それ以降の 四 つ の時期に分けて 夫々 の 特徴づ けを行 っ て おり ､
更 に①第 一 次大戦前の 時期に関 して は 日露戦争を境と して 相互 の認識が大きく変化するこ とも指
摘 して い る1. ハ ン ガリ ー の 対 日認識に 関 して 言えば､ 日清 ･ 日露戦争以前は エ キ ゾチ ッ ク な異文
化世界と して の ア ジア の 中に あ る最も知 られて い ない 国と して の も の で あり ､ それ以降は ロ シア
を打ち破 っ た強国として の もの とまと め る こ とができる｡
しか し､ 19 世紀後半 ､ 特 に日清 ･ 日露戦争以前にお ける ハ ンガ リ ー 人の 対日認識 の 発展過程は
さらに 明らか に され る必 要があ ると筆者 は考える o なぜ なら､ こ の 時期の ハ ン ガリ ー の対 日認識
は 戦間期にお ける ツラ ニ ズム の 立場に立 っ 極端 な日本美化 の 基礎と な っ たからで ある｡ また ツ ラ
ニ ズム に よ っ て政治的に美化 され る以前の 日本 に つ い て ハ ン ガリ ー 人が どの ように認識 して い た
の か を考察する こ とは政治的に切迫 した利害を持たない 対 日認識 と して そ れ自体大きな意味を持
っ て い るからで ある｡
本稿は ハ ン ガリ ー の 新聞記事から当時の ハ ン ガリ ー 人 の対 日認識を療る 一 つ の試みで ある ｡ 新
聞記事は読者の 興味関心に 関して敏感な反応を示すもの で ある｡ 本稿では新聞記事から 19 世紀後
半 の ハ ン ガリ 一 人 に擾供され た日本に関する情報を分析 し､ そ の興味関心 を分析する こ と に よ っ
て ハ ンガリ ー 人 の対日本認識の 形成を見直して みたい ｡
2 先行研究と史料 の選定
1 日本東欧関係研究会編 『日本と東欧の 文化交流に関する基礎的研究』 (1981年)56-63p
本稿にお い ては ､ 考察の対象史料とする新聞を 『日曜新聞Vasam api tJjsag』 と した. そ の理 由
は 二 つ ある. - つ は先行研究にお い て同誌が注目されて い る こ とであり ､ もう - つ は 『日曜新聞』
自体の影響力 の強さで ある ｡
第 一 の理由の 説 明は以下 の通 りで ある｡ 1 9世紀後半の ハ ン ガ リ ー の対 日本認識 に関する先行
研究 と して ､ 前出の ｢シ ンポ ジウム+ の紀要で ある 日本東欧関係研 究会編 『日本 と東欧の 文化交
流に関す る基礎 的研究』 (19 82年) があり ､ こ の 中で ゲイ ダ ｡ ヤ ー ノ シ ュ は r明治維新から 19
世紀終わ りまで の 時期+ を 一 つ の 時期 と して取り上げ､ こ の 時期の 日本に関する研究を以下の よ
うに分類 して い る ｡
1 ハ ンガリ ー 人自身の手に よる最初 の 日本に関する著作
Hu nfalvyJ 血os ｢日本と 日本人+ 『ブダペ ス ト評論』(1869年)
英仏語 の 専門書から書かれたもの ｡ 日本の 地理 ､ 風土､ 国家体制 ､ 産業や 習
憤､ 日本語に つ い ても情報を提供 した｡
S孟miLajos の記事 『日曜新聞』(186 8年 - 6 9年)
2 ハ ン ガリ ー の 学術研究者に よる 日本に関する著作
a) 1$69年から1 S7 8年の 間に 日本を訪れた学術研究者の活動
XhtusJ血osの訪 日研究(18 69年)及び著作
1 869 年 から訪 日研究を行う0 日本 の 地図を作成o 民俗学の 資料を収集｡ 帰
国後日本の 製紙産業に関する論文を 『日曜新聞』 に掲載0
′
zichyAgo st(1 875年頃訪 日)独 自の 日本研究 ､ 日本の 芸術研究
日本 の 芸術に関す る世界でも最初 の 論文 を発表｡ 日本文化 の状況に 関連 し
て ｢ア ジア の 中で 日本 のみがヨ ー ロ ッ パ - の接近を試みて い る+ と指摘｡
Szich6野iB 61a の訪 日(1 878年)､ 美術品収集
東ア ジア - の 学術探検旅行 の中で 日本も調査する｡ 中山道を旅 した最初の
ヨ - ロ ツ パ 人.
b)日本で収集されたアイヌ関係の史料
王むeitne rGtlS ZtaV(18 2年)
セ - チ ユ ニ と 日本調査に あた っ た｡ 北海道に わたりアイヌ と接触 し､ 資料
収集を行う｡
po n ori T6r6k Anrel(1889*)
こ の資料の 分析 ･ 研究を行う｡
3 1880年以降に 日本を訪れた ハ ン ガリ ー 人旅行者
sz e m ereAttila の訪 日(1 881年 頃)
旅行者と して訪 日o 美術品を収集するo 1891 年 『日曜新聞』 に｢ミカ ドJと
題する記事を書く｡
4 ハ ン ガリ ー 国内における 日本 の美術品の展示
ブダ ペ ス トで東洋美術 工芸展開催(188 0年)
『日曜新聞』 に こ の 展覧会の組織者の Pulszky Kar oly が 工 芸展 に つ い て の
新聞記事を書く . (1 880年)
5 日本と ハ ン ガリ ー の 学術研究者に よる最初の 協力
Jank6 J 血10S の ペ ニ ヨ フ ス キ ー 2研究 (1891年頃)
日本 の地名の 記述 に つ いて 日本人研究者が協力 した ｡
6 日本に関する社会科学的著作
′
Ⅴ丘mbiryAⅢnin の研究 『近代教育の場における中国と日本』1895年
第二 章にお い て 明治維新の成果に つ い て 言及 し､ 日本の急速な発展 をそ の
社会的 ･文化的要因を詳細 に検討する｡ 明治維新をア ジア の歴 史上最も大き
な事件 であると して い る ｡
以上 から 19世紀後半の ハ ン ガリ ー にお ける日本研究は 当初､ 訪 日に よる直接 の美術品 ･ 資料収
集か ら始まり ､ 研究が進ん で い っ たと考えられる . 1 8 80年代まで は ハ ン ガ リ ー にお ける日本研究
の 蓄積期､ それ 以降は かなり成熟 した研 究が行われて い っ た こ とが伺える ｡ こ の流れ は第 一 次世
界大戦前まで続い た. ヴィ ダは第 一 次世界大戦前 ハ ン ガリ ー にお ける 日本研究に つ い て ｢東 ヨ ー
ロ ッ パ で知 られて い た 日本に 関する平均 的知識と比 べ れば非常に重要 な成果を挙 げて い た｡ + と
評価 して い る ｡ しか し ､ 同時に ｢個々 の人 間の個人的 なイ ニ シ アテ ィ ヴに基 づ い て なされた+ と
そ の 限界も指摘 して い る｡
上記論文 中､ 『日曜新聞』に注目 しながら読み 直して み ると､ 次 の ような こ とが判明する｡ ① 1
で S丘mi Lajo sの記事が注目され るもの と しで引用されて い る . ② 2 のa では 同誌上に掲載され
た ⅩantusJ 血os の論文 r工業史の観点か ら見た 日本+ とい う論文が 『日曜新聞』 に掲載されて い
る. ③ zichy Ago st の 著作に つ い て の 紹介が 『日曜新聞』 でなされて い る o ④ブダペ ス トの東
洋 工芸展 の 記事 が 『日曜新聞』 で なされて い る｡ ⑤1 9世紀後半 ハ ンガリ ー の 定期刊行物 の 中で 日
本に関する記事 を長期に渡っ て 取り上げた出版物は先行研究を見る 限り 『日曜新聞』 の み で ある｡
以上 の 四 点か ら 『日曜新聞』 は ハ ン ガリ ー におけ る対 日認識の 形成の 上 で大きな役割を果た した
重要なメディ ア の 一 つ で あ っ たと考えられ るo
また第二 の理 由は 『日曜新聞』 の ハ ンガリ ー 出版業史にお ける位置付け からで あるo N6m eth G.
乏 ペ ニ ヨ フ ス キ ー ･ モ ー リツ Be nyo vs zkyM 6ric(1746 - 86)の こ とo ハ ンガリ ー 生まれ の ス ロ バ キア
系軍人で冒険家､ オ ー ス トリア 陸軍に勤務 1768- 69年の ポ ー ラ ン ドの武装蜂起に参加 して ロ シ
ア軍の捕虜となり ､ カ ム チ ャ ッカ に流刑 となる｡ 71年こ の地で政治流刑者を中核とする反乱 を組
織し､ 官船を奪 っ て脱走｡ 途中､ 食料 ･ 水 の補給の ため､ 日本の阿波と奄美大島に立ち寄り ロ シ
アの 南下を警告する ｢ハ ン ベ ン ゴ ロ ウの書簡+ を長崎の オラ ン ダ商館宛て に送 っ た｡ 後に フ ラ ン
ス に到着の後､ 同国政府を説 い て マ ダガス カ ル に遠征 したが失敗｡ 85年にはイ ギリス ､ アメ リカ
の 資本と組ん で再び マ ダガ ス カ ル に遠征 したが ､ フ ラ ン ス 軍と衝突 して戦死 した｡ 『東欧を知 る
辞典』462;I (1993年) 平凡社
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Bila, Kosar Do m okos編に よる 『ハ ン ガリ ー 出版物史MagyarSajt6 T6rtinete』 に よ ると ､ ハ ン ガリ
ー で は 1850年代 中葉から政治 の み ならず様々 な専門分野に関する記事を掲載 した出版物が出版さ
れ る ようにな っ たとされて い るo 『日曜新聞』 は 1854年創刊の週刊新聞で 18 60- 7 0年代 にお いて
は最も人気の ある定期 出版物 の - つ で あり ､ 図版 を多く取 り入れた編集が人気を集 めたもの と考
えられる ｡ 特 に注目を集めたの は そ の 教養関連の記事で あ っ た｡ 政治 ､ 経済､ 社会､ 異文化等多
岐にわたる話題 を提供 し､ 50年代を通 じて 七千から - 万の購読者数を持 っ て いたo こ の購読者数
は コ ツ シ ュ ー トの Pesti fiirlap よりも多く ､ 当時と しては最もよく読まれた出版物 であ っ たとされ
て い る｡ 以上か ら 『日曜新聞』 は様々 な階層の読者を持 っ た人気 の ある週刊新聞であ っ た｡
L;3上か ら日本に 関係す る情報を広く擾供 した最大の メデ ィ ア が 『日曜新聞』 で あ っ たと筆者は
考える｡ 『日曜新聞』 の 日本関係記事を表 にまと めたもの が参考資料1 で ある ｡ 本稿で は こ の 『日
曜新 聞』 の 記事 を追跡 し､ そ の 興味関心を分析する こ とに よ っ て ハ ン ガリ ー 人 の対 日本認識 の形
成を見直して みた い . 行論中第 - 章では 『日曜新聞』 の 日本国係記事 の傾向を時期 ごと に概説 し､
第二章で は記事 の 作成過程を検証す る｡ また第三章で は 日露戦争期 の ハ ン ガリ ー で の 世論と 19世
紀後半 の対日認識 の連続性 を検討す るもの とす る｡
第1章 『日曜新聞』 に見 られ る対 日認識
まず 日本に関する情報源 に つ い て 考えてみ ると次 の ように言う こ とができる o 『日曜新聞』 日
本関係記事の 情報源は 主と してイ ギリ ス ､ アメ リカ な ど外国人の 見聞を元に したリポ
ー トが中Jb
であ る｡ ハ ン ガリ ー 人自らが書い た記事もあるがそ の 殆 どが外 国人の 情報をもとに したもの で あ
り ､ それを ハ ンガリ∵ 風 に味付 け したもの である｡ 参考資料 1 で *印の つ いて い る記事が ハ ン ガ
リ ー 人の 手に よ るもの と考えられ るも の で ある ｡ 明治維新以前の もの はすべ て外 国の 記事の翻訳
で あり ､ 明治維新以後の 記事に つ い ても ､ シ ヤ ー ミ ･ ラ ヨ シ ュ の記事は後述 の よう に ス イ ス 人の
情報 に基づ い て書かれて い る ｡ こ れらのも の を差引けば ハ ン ガリ
- 人が独 自の視点で書い た記事
がか なり少ない ことが分かるだ ろうo こ の事実は ハ ン ガリ ー の 日本認識が情報の上 で他の ヨ ー ロ
ッ パ諸国に依存 して い たこ とを示す｡ 1868年の ブダペ ス トで の 日本人曲芸団の 興行 に関する記事
は ハ ン ガリ ー 人 の直接の 日本文化解介と して貴重 であるが ､ 例外で ある と言 っ て よ い
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o 『日曜新
聞』 の 中で取り上 げられた記事 の多くは 1890年代に い たるまで外国で の 報道に依拠 して い る の
で ある｡
8186S年1月 12 日号に 日本の 曲技団がブダペ ス トの 人民劇場 (N6pszinhaz) で興行 したこ とが報
道されて い る｡ 足芸 ､ 傘芸 ､ 梯子 を使っ た軽業の リポ ー トが掲載され､ 最後 に記者は ｢実に珍 し
く 一 見の価値が ある. + と して絶賛 して い る0 日本が通商条約締結国へ の渡航を許可 したの は 1 866
年であり ､ こ の 時多くの 軽業師たちが欧米に渡っ たとされて い る. 1868年に 日本人の 曲芸団の
-
座がブダペ ス トにいたと しても決して不自然ではない o 日曜新聞紙上記されて い る人名､ 上演さ
れた芸の 種類から彼らが日本人で ある可能性が高い と思われるo 彼らがハ ン ガリ
ー を訪問した初
めて の 日本人で あると考える｡
ll
次に 日本に つ い て どの ような点を取 り上げて い るか を見て みた い ｡ 参考資料 1 を見 るとそ の大
部分が 日本人 の文化 に対す る興味関心か ら書かれて い る こ とが分 か る. 特に 開国以後 18 80年代ま
ではそ の傾向が顕著で あり ､ 当時 の - ンガ リ ー 人の 日本に対する興味関心 の 傾向の特徴と い うこ
とができ る｡
さらに参考資料 1 を見 る と､ 二 つ の 時期に 日本関係 の記事の 掲載が集中 して い る事が分 かる ｡
- つ は 1868 年か ら 1869年 の 間で あり ､ もう 一 つ は 1874年か ら 1875年 の 間である｡ 前者 は明治
推新に触発された もの と考 えられ ､ 後者は 1873年の ウィ ー ン 万博を 一 つ の契機 と して 日本 に対
す る関心が増幅されたも の と考えられ る4｡ さらに 1890年代 には もう ー つ の 小 さな山がある｡ 後
述する ように こ の 時期は 日本の 国会開設 を契機に近代国家と して の 日本に 関心が生 じた時期で あ
り ､ 対 日認識が大きく転換 した時期で もある ｡
以上か ら19世紀後半における 『日曜新聞』 の記事の傾向は年代別 に以 下の よう にまとめ る こ と
ができ る｡
1) 1854年か ら1867年まで
1864年 の 日米和親条約 の締結は ハ ン ガリ ー 人 にと っ て未知 の島国が ヨ ー ロ ッ パ 人に開かれた事
件と して捉えられた｡ 『日曜新聞』 が取り上8ヂた最初の 日本 の絵は 1858年 12月 12 日号に掲載
された下田 の 母子 の絵で あ る｡ 同記事の 冒頭 ､ 次の よう に記述され て い る｡ ｢中国とそ の近く に
位置する日本は ヨ ー ロ ッ パ の商業前に開かれた ｡ こ の事は 商業史の みな らず 人類の 芸術史の なか
で特筆す べ き事項 である ｡ 5+ 列強の 商人に と っ て は大きな ビジネ ス チ ャ ン ス の場で あ っ た 日本に
つ い て こ の 記事では ､ 日本で生産 される 簸つ か の 産物に つ い て の記述は あるが ､ そ の 商業面 で の
利益等に主た る関JL､を寄せ て い る わけで は ない ｡ む しろ非常に小 さな扱い を して い ると言 っ て よ
い
｡ 日本との 貿易に つ い て記述されて い る部分はわず か 1 個所で ある6｡ それ と比 べ ると文化に つ
いて の記述が多く ､ 特に 日本の建物や日本人 の風俗 に 関心が集中 して い る ｡
明治椎新以前 ､ ハ ンガ リ ー 人が得て い た 日本に関する情報は少 なく ､ 前述 の 通り記事の多くは
外 国か らの情報を ハ ン ガリ ー 語に訳 して報道 して い る . 外国人 と日本人 の按蝕 の 事実を ス ト ー リ
- として まとめたもの が多く ､ 内容は 日本滞在中の外国人 の体験や見聞をもとに したもの である｡
また ､ 記事は条約締結や幕府使節の 訪欧な どある事件を契機と して 記述され て い るが ､ そ の 事件
4 明治維新が日本に関する興味を喚起 したこ とは ヴィ ダも指摘 して い る｡ 日本東欧関係研究会編
『日本と東欧の文化交流に関する基礎的研究』65p. (1982年) また ウィ ー ン 万博が関心を喚起し
た点に関して は シ ヤ ー ミ自身が 1875年の 『日曜新聞』 の ｢日本今普+ シリ ー ズを掲載するに あた
′
っ て ､ こ の 点を指摘して い る. Sa mi Lajo s
'Jap血 hajd 血6s m o st
'
,
``Vas血IaPiUjsag
'ラ1875年8月 29
日号
′
6 N 6h如 陀6 Japan r6l
' "Vasarn api Ujs独
” 1858年 12月 12 日号
6 日本に溶い て は金銀 の価値体系が ヨ ー ロ ッ パ と違うためヨ ー ロ ッ パ商人が大きな利益を上古ヂて
′
い る こ とが記述 されて い る o N ih血ysz6Japanr6l
' "Vasarn api Ujsag” 1858年 12月 12 日号
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自体を記 した 部分 よりも未知 の 日本の文化 に言及 した部分の方が量的に多い 点が注目され る｡
こ の 時期 の外国人の 記述 に は早くか ら日本人と中国人を区別 し､ 日本人に対 して どちらかとい
えば好意的な記述を行 っ て い る記事が目立つ ｡ イギリ ス 人の 手記を元に したと思われ る 1 859年 の
記事 でほ 日本と中国を r全く の 対席的存在+ で あると断 じ､ 日本人が ヨ ー ロ ッ パ の技術を積極的
に学ぶ姿勢を非 常に高く評価 し､ 次の ように記述 して い る｡ ｢日本 は中国の全く正反対 の例 と い
つ て い い ほ どである｡ 中国ほ古さの 中で 苦しみ ､ 日本は進歩 の道を見せて い る ｡ (中略)清潔さは 日
本人 の 最も尊ぶも の で ある ｡ 日本は正 に悪 しき昔を良い 新しさと取り替える こ とにやぶさかで な
い ｡ 長崎では既に鉄道や汽車 のため に機械を作っ て い るほ どで ある ｡ 7+
しか し､ こ の時期 の記事 ほ数年 に 一 回と い うペ ー ス で書 かれた もの で ､ 頻度の 上か らも日本の
情報が多く の人 の 関心 を引い て い た とは い えない と筆者は考 える｡
2) 1 868年から1 875年まで
明治椎新も ヨ ー ロ ッ パ で は大きな政治的事件として受け止 め られ ､ 多く の新聞記事 が日本 に関
する記事を取り上 げたo ハ ン ガリ ー でも多く の 人々 の 関心を引 い たようで あるが ､ ハ ン ガリ ー に
お いて こ の政治的事件は ､ む しろ日本の 文化 - の 関心を喚起する重要な契機にな っ た｡
こ の 時期 の 『日曜新聞』 における 日本 に関す る記述はそ れ以前と比 べ て かなり多い ｡ イギリ ス
人外交官ミ ル フ ォ ー ドの ｢忠臣蔵+ が早くも 187 1年に紹介されており8､ クサ ー ン トウ シ ュ ･ ヤ
ー ノ シ ュ (XaEttlSJ 血o s) に よる初めて の 日本に関す る論文も 『日曜新聞』 中に発表されて い る9.
中で も シ ヤ ー ミ ･ ラ ヨ シ ュ の特集記事は 注目する必要がある ｡ 明治維新まで の他の 記事が欧米
諸国の 訪問者 の非常に 限られた側面を報告 したもの の 翻訳 である の に対 し､ 彼の 記事 は シ リ ー ズ
もの で様々 な 日本 の文化的側面 を取り上さヂて おり ､ なおか つ ､ か なりの 蓄積の 中か ら独自の選択
を行 っ た形跡がある の で ある ｡ ゲイ ダは シ ヤ ー ミに つ い て ｢ハ ンガリ ー の読者に 日本 につ い て の
情報を最初に捷供 した人物+ と して そ の名を挙げて い る｡ 参考資料1 を見ても ､ 1860年代か ら70
年代に かけて シ ヤ ー ミ の 記事 の 占める割合が非常に大きい こ と は -･見 して 明らか で ある｡ シ ヤ ー
ミ の 記事 に関 して は次章で更に検討を加えたい ｡
こ の 時期か ら ハ ンガ リ ー 人 の手 に よるとみ られ る記事が掲載され る ように なる｡ 外 国の 翻訳記
事の 中では 日本人と中国人 の違い を際立たせ ようとする傾向がある の に対 して ハ ン ガリ ー 人 の記
事はむ しろ ｢モ ン ゴル種 m o ngol faj+ と して 同 一 視する傾向が見られ る10o こ の 点が両者の大きな
7 `K占pek Jap血b6l
' "vas畠m apiUjs卓g
” 1859年4月 3 日号
′
8 LA negyv enhitronin
= `Vas血IaPi Ujs孟g
” 1871年10月 22 日号､ 29 日号､ 11月5 日号
′
9ⅩantusJano s
`
Japanr61ipart6rt6netis z empo m 紳6l
' ` `Vas畠m api Ujsag
”
1 874年5月 15日号､ 22日
号 ､ 29 日号
′
10EAjap血i Sark 血y･tars assag m lltatV血yai
= `Vas畠m api Ujsag
” 1868年1月 12 日号 日本の曲技団の興
行を取材 した記事こ の中で軽業師たちにつ い て ｢彼ら『モ ン ゴル 種』 ､ 特に日本人 と中国人は我々
より忍耐力がある o + と記して い るo こ の場合の ｢我々+ とは ハ ンガリ ー 人 を含めた ヨ ー ロ ッ パ
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違い であるが ､ 開国直後 の記述 と同様好意的な視点を持 っ て 日本を見て い る点が注目され る ｡
187 0年代後半 ､ 『日曜新聞』 には 日本関係 の 記事が姿を消す o こ の 時期は ハ ン ガリ ー 人研究者
が 日本を直接訪れ ､ +研究資料や美術品を収集 した時期であるが ､ ウィ ー ン 万博以来 ､ 一 般 の 読者
の 目を日本に 向けさせ る契機となる 出来事がなか っ た の が原因 である と考えられる ｡ 19 世紀後半
の ハ ン ガリ ー 人 にと っ て 日本を注 目する場合に ､ 政治的な事件や博覧会な ど何か の 契機が必要で
あ っ たこ とは確か で あると筆者は 考える｡
3)1 890*[%
こ の 時期に は ハ ン ガリ ー 人の 日本に対する視点が大きく変わ っ てくる こ とに 注目する必要が あ
る｡ 1891年 1月 25日号 の ｢日本の 帝国議会開設+ に関す る記事では 日本 の急速な ｢市民社会化
bolg血s od 由)+ の象徴と して こ の 国会開設 を捉えて い る. こ の 記事自体は ハ ン ガリ
ー 人の 筆に よ っ
たもの で はな い が ､ 首都 の名称の 変化 ､ 二 院制 の議会の ヨ ー ロ ッ パ 調 の 建物と内装､ 議員の 服装
が洋服で ある こ と､ ヨ ー ロ ッ パ 式 の 軍服 を着た 天皇が議会の 開会を宣言する様子 などを取り上 げ
て伝 えて い る ｡ また主権者と して 天皇が大きな権力を持 っ て い る こ とも伝 えて い る ｡ こ の記事 の
中では日本人 の 生活文化に言及 して い ると こ ろは 殆 どない ｡ そ して エ キ ゾチ ッ ク な異文化世界 の
人々 とほ違う明治期 の 日本人の 姿を報道 して い る の で ある ｡ ｢今 日で は既 に ヨ - ロ ツ パ 人もこ の
島国に住ん でおり ､ 日本人自身もより頻繁に欧米 を訪問 して い る ｡ そ の 独特の 体型 ､ 特に そ の 細
い 目に もかかわらず､ 彼 ら の大部分は 自らを エ キ ゾチ ッ クな人々 と して で なく ､ 私たち(ヨ ー ロ ッ
パ)の 一 員と して 見てくれ る よ う
`
に十分用意 して から来るの で ある o + そ して 最後に ｢ア ジア の 島
国の こ の新 しい 時代は 非常に美 し い印と ともに始まり ､ 議会の 生活 も熱中と成熟に ふ さわ しく永
遠の もの で あれ とい う彼らの希望 は確かなもの で ある｡ + とい う言葉で終わ っ て い る ｡ こ の記事
で は､ 日本人の 西欧化 の プ ロ セ ス を肯定的に評価 して い ると筆者は考える ｡
またセメ レ ･ ア ッ テ ィ ラ (Szem ere Attila) の ｢ミカ ド (M ikad6)+ と題する 1891年の記事は ハ
ン ガリ ー 人 の対日認識 の 大きな転換を物語 るもの で ある ｡ こ の 中で セ メ レは 神武天皇以来の ｢日
本史+ を記述する前に次の ように述 べ て い る｡ ｢子 どもの 頃､ 地理 の 時間には こう習 っ たもの だ｡
っ まり 日本に は 二人 の 支配者が い て ､ 一 人は 『タイ ク ン』 ない しほ 『シ ョ ー グン』 で実際上の 支
配者で あり ､ もう 一 人が精神的な指導者 『ミカ ド』 で ､ ロ ー マ 教皇 の ようなもの で ある とo そ し
て中学校で習 っ た知識を忘れて い な い と鼻にか ける連中に 限 っ て ､ 今に な っ て も日本で は 二 重の
支配体制が存在するな どと言う批判を声高に叫ぶ の だ ｡ しか し､ 実際そんなもの は存在 しなか っ
た し､ 今の 日本に関 して は 全く事実に反する｡ + セメ レは明治天皇 を高く評価 し､ 数百の 小国を
統 一 し､ 国内に鉄道を敷設 し､ 日本始ま っ て 以来の 大改革を行 っ た人物と して位置づ けて い る
1l
.
1$94年､ フ ェ ルディナ ン ド皇太子 の訪日 に際して 同行 した ハ ン ガリ
ー 人海軍士官が投稿 した記
事を2月 から3月 まで 5 回にわた っ て 『日曜新聞』 は掲載して い る｡ こ の海軍士官は明治天皇が
人の 意で ある と考えられ る ｡
′
ll Sze m e r eAttila
`Mikad6' "Vash api Ujsag
” 1891年6月 7 日号
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日本の 近代化 に着手 した経緯を概説 し､ 国 の統 一 を成 し遂 げた点 を高く評価 して い る ｡ こ の 点は
セ メ レ と共通する｡ また 日本 の訪問地毎に そ の風景を解鋭 し､ そ の 地にま つ わる物語 を記述 して
い るo 彼の記述 の中で は当時の 日本を表わす ハ ン ガリ ー 語 Japan の代わりに Nippo n を多用 して い
る こ と が注目される o こ の表現は後 の ツラ ニ ス トたちが 日本に対す る好意を殊更強調す る場合 に
頻繁に使われ る用語 でもあるが ､ こ こ では そ の意味で使 っ て い るわけでは ない ｡ た だ単に 日本語
の 単語 を得意げに用 いて い るだけで ある ｡
1890年代の対 日認識はそれ以前と比 べ て視点の 定まる対象物こ そ変わっ て きたが ､ 一 貫 して 日
本 をネガテ ィ ヴに捉 えて い ない と い う点で ある｡ ヨ ー ロ ッ パ の 制度 ･ 文化を急速に 吸収 し､ 自ら
を変貌させて い く 日本 の 近代化 は ハ ン ガ リ ー 人に驚き の 目 を持 っ て迎 えられたが､ そ こに反発や
危機感 は存在 しない o む しろ ヨ - ロ ツ パ に接近 しよう とす る 日本を見守 る視点があ る こ とが注目
され る ｡ また ､ こ の 時期におい て も日本人をハ ン ガリ ー 人の 同族とみ る視点 は 『日曜新聞』 に存
在 しない ｡
またもう 一 つ 注目され る点 がある0 日本 に関する知識がかなり広ま っ たと考えられ る こ の 頃 ､
『日曜新聞』 は アイヌ ､ 朝鮮に 関する記事を掲載 して い るとい う点 である｡ これ柱 ハ ン ガリ ー 人
の 関心 を引く地域が 日本の周辺部 ､ 隣国 - と移動 して い っ たこ とを物語 るo そ して アイ 割 こ関 し
て は皇太子の 訪 日に関連 して書 かれ てお り12､ 朝鮮に関 しては 日清戦争を前に両国の 争奪の 的とな
り つ つ あ っ た事と､ ア ジア にお ける ロ シア とイギリ ス の 間 の利権対 立が ヨ ー ロ ッ パ の 状況 に影響
を与えうる状況の 中で朝鮮が ロ シア の 隣国で ある とい う問題意識 に基づ い て書かれて い る
13
｡ 自分
たちに関連の ある何らかの 契機はア ジア に関心を向ける上で必要で あっ たこ とがわか る｡
以上 ､ 『日曜新聞』 で看取され る対 日認識 をまと める と次の 二 点に特徴づけられ るで あろう ｡
一 つ は何 らか の 事件や博覧会な どが日本に関する興味を喚起 し､ それが契機とな っ て記事に まと
め られ読者に提供され るとい う過程が常に存在 したと いう点で ある｡ こ の事実は反 面 ､ そ の よう
な契機がない場合に は数年間にわた っ て 日本は見向きもされない 存在で あ っ たとい う こ とで もあ
っ た ｡ セ メ レ ･ ア ッ テ イ ラが述 べ て い る ように ､ ある人々 の 中には 日本 の幕末の イメ
ー ジがそ の
まま現在の 事実と して 残存し続けて い たの で あり ､
一 般の ハ ン ガリ - 人に と っ て 日本はそれ ほ ど
遠い 存在で あっ た こ とも事実である｡
もう 一 つ の特徴は 日本に対する視点が非常に好意的なもの ､ 或い は現状肯定的なもの ばかりで
ある と い う点で ある｡ こ の傾向は外国の翻訳記事にも ハ ンガリ ー 人 の手 に よ る記事 にも共通 して
12 LAz ajn6k
, ''Vas血IaPi Ujsag
”
1 894年2月 18日号アイヌ は ｢半開民で世界の事件が影響を与
′
えるこ との ない+ 人々 と して描かれており､ 体の 特徴は毛深く ､ 漁業を生業と し､ 数を五 つ まで
しか数えられず､ 自らの年齢もこ たえられない未開民とい う認識が見られ るo こ の 記事の最後に
は ｢い ずれ北海道には日本の 開化した都市が作られ るこ とになるだろうo (ヨ
ー ロ ッ パ の) ジプ
シ ー における音楽家たちの ように ､ アイヌたちも何等かの 形で今日 の 時代精神の思考に沿うこ と
を しなければ､ 彼らは姿を消 して しまうで あろう｡ + と書かれて い る｡
′
13 EA ko reaizav arok
' ` `Vasam api Ujs畠g
” 1894年 7月 22 日号
15
い る｡ 日本を ｢野蛮 なア ジア の 国+ とす る偏見は 『日曜新聞』 中に 見る こ とがで きない ｡ こ の 理
由ほ 二 つ 考えられる o - つ は外 国か らの情報 自体に 日本に好意的なもの が多か っ た点 である o 横
山俊夫桔 19世紀 中葉 のイギ リス で第 一 次ア - ン 戦争後､ ケ ン ペ ル 以来 の好意的日本観が 中国人嫌
悪と反比例する形 で強化されて い っ たと指摘 して い る14｡ こ のイ ギリ ス で の傾向が ハ ン ガリ ー - も
影響を与 えた こ とは十分考えられ る o もう - つ の理 由は ､ 『日曜新聞』 が多く の読者を持 つ 教養
雑誌で あり ､ そ の 中の異国の文化紹介欄にお い て 日本が取 り上げられ た こ と が考えられる｡ 19 世
紀の 後半ほ旅行 の大衆化 の 時代 で もある ｡ 中産階殻 に属する読者に と っ て魅力 的な題材 と して 日
本を描 こうと した結果 ､ 掲載段階で マ イナ ス の情報 を少なくす る よう配慮が為 されたと筆者は推
測する ｡
こ こ で事実と して重要な こ とは 『日曜新聞』 とい う人気 の ある 出版物 ､ 換言すれば力 の あるメ
デ ィ アたある種 の好意的な視点 を持 っ た 日本関係記事 が掲載され続 けた こ と で あり ､ こ の視点が
ハ ン ガリ ー 人の対 日認識に大きな影響を与えたと考えられ る点で ある0
で は こ の ような記事が どの ように作られ た の で あろうか｡ 次章にお い て は シ ヤ ー ミ ･ ラ ヨ シ ュ
の 記事か ら日曜新聞の記事 の作成過程 を検討 したい ｡
第2章 『日曜新聞』 日本関係記事 の作成過程
前述 の ように ､ 『日曜新聞』 の情報源は殆 どが外 国人 の見 聞に よる 間接的情報 で ある｡ したが
つ て ハ ン ガリ ー 人 の対 日認識を分析す る上で重要なの は 『日曜新聞』が どの ような情報を選択 し､
どの ような立場で読者に提 供 して い たかで ある ｡ 本稿では シ ヤ ー ミ ･ ラ ヨ シ ュ の記事 を中心 に こ
の点を考えてみた い ｡
1) シ ヤ ー ミ ･ ラ ヨ シ ュ の記事の情報源
ヴイ ダに よれば シ ヤ ー ミ ･ ラ ヨ シ ュ は 1865年か ら 『日曜新聞』 の 常勤記者で 1868年からは ハ
ンガリ ー 大蔵省 ､ そ の 後は 公 共事業 ･運輸省に勤めて い た人物で あ る15｡ 参考資料 1 に見 る ように
彼 の 日本関係 の記事は 1868年 4月か ら始まり ､ そ の後9月 ､ 10月 ､ 12月 に彼 の 日本関係 の記事
が掲載されて い る ｡ そ して 1869年 5 月 に 『日曜新聞』 で は 3週 間にわた っ た 日本特集を組む こ
とにな っ た｡ こ の事実は 前年の 日本関係記事がか なり好評であっ たため である と筆者は推測する｡
さらに 1875年､ シ ヤ ー ミは再び｢日本今昔 (Japan hajdan 由 m o st) +と題す る シリ ー ズを8月 か
ら11月まで担当 して い る｡ 最初の記事 の 中で シ ヤ ー ミは ウィ ー ン の 万国博覧会で 日本の産 品が注
目を集めたこ とを述 べ ､ 日本の 開国に い た る歴史を簡単に説明 した後､ 次のように記述 して い る｡
14 横山俊夫 ｢ヨ ー ロ ッ パ に伝わっ た不思議の国+ 『朝日百科日本の歴史8近世Ⅱ』1989年 朝 日
新聞社
15 日本東欧関係研究会編 『日本と東欧の文化交流に関する基礎的研 究』 (1981年)66p.
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｢日本は ヨ ー ロ ッ パ の 民が打ち建 てた国家を除けば､ こ の 地球上 で最も開化 した国と見 るこ とが
でき ､ 高い レ ベ ル の伝統 ある市民性(押1鼻血sdts孟g)は次の ような衝撃的な諸側面を明らかに して い
る｡ すなわち ､ 驚異的 に発展 した彼 らの 産業が生み 出 した商品が既 に中世 の 頃から当時の文 明世
界に入り込ん で い たとい うこ と をで ある ｡ 件 の顛末(日本の 開国の こ と 一 筆者)は今日の ヨ ー ロ ッ パ
やア メ リカ な どの 工業と商業が発展 した諸国民の 例を見て も､ 小さからぬ意味を持 っ て い る事が
分か るだ ろう｡ 16+ また同 じ文章の 中で 日本人を ｢東洋の フ ラ ン ス 人+ と呼ん でい る｡ こ の部分は
シ ヤ ー ミ の対 日認識をよく表 して い る｡
では シ ヤ ー ミ の 知識桔 どこ から得たもの なの で あろうか｡ シ ヤ ー ミに訪 日経験 ほなく ､ 図版入
り長耳の記事 を どの ように書 い て い たの で あろうかo 筆者の 調査の 結果 ､ 情報源は ス イ ス 人 エ ー
ム ･ ア ン ベ ー ル AimさHu mbert の著作で ある こ とが判明 した.
ア ン ベ ー ル は修好通商条約 を締結す る目的で来日 したス イ ス の全権代表である. 1863年 4月か
ら1864年 2月 まで 日本に滞在 し､ 『世界 一 周 (Le Tot u du Monde)』誌 に r日本O,令 Japo n)+
と題する記事 を掲 げ､ 1870年には パ リで 『日本絵図
L`
Le Japo nllllユStr包
''
』 と い う著作を出版 し
て い る17｡ シ ヤ - ミは恐らく 『世界 一 周』 誌 に掲載された図版と記事を転用 して こ の 記事を書い た
もの と思われ る｡ 『日本絵図』 の 邦語訳 『幕末日本絵図』 を参照す ると ､ シ ヤ ー ミがア ン ベ ー ル
の記述の 中から多く の部分を引用 し､ 押 し絵 に つ い ては ほぼ 100%依存して い る事が分か る ｡
ア ン ベ ー ル の 著作を日本語訳 した高橋邦太郎 は ｢今日の 目から見れば ､ 異種の 文化をい か に努
力 して 理解 しようと して い るか に微笑まれ ると共に ､ 暖か い ､ 人間味豊か な心情を持 っ て ､ 日本
ひ ととなり
人に接する彼 の 為人 に好感を禁 じ得ない . 18+ とア ン ベ ー ル を評価 して い る｡
しか しア ン ベ ー ル は当時 の 日本 の 問題点も度々 指摘 して い る ｡ ア ン ベ ー ル の著作は 当時 の 日本
の封建制度に批判的な見方を 一 貫 して 持 っ ており , 仏教寺院の 僧侶に対する批判も数箇所に見 ら
れ る｡ また壊夷浪士 の活動に よ る治安の悪 さや幕府 の役人 の外 国人に対する非能率的な対応 など
日本に 関するネガテ ィ ヴな情報も多く含まれて い る｡ シ ヤ ー ミ の 記事の 中にそ の よう な部分は殆
ど見られない . シ ヤ ー ミ は どの ようにア ン ベ ー ル の著作か ら記事を作っ て い た のだろう かo 次に
こ の点を検討 したい ｡
2) ア ン ベ ー ル とシ ヤ ー ミ の比較
ア ン べ - ル の 著作 の中か らシ ヤ ー ミがどの ように記事を作っ て い る かを18 69年 5月 2 日号 ｢日
本の武器 とヒ ー ロ ー 『義経』+ を例 に考えてみ たい ｡ シ ヤ
ー ミは 日本の 武器 に つ い て まだ近代化
されて い ない 装備か ら筆をお こ し､ 一 方で世代､ 性別に関わらず武器と して使われて い る 弓矢と
意外な武器と して の 軍扇に注目 して いる. そ して軍扇の扱い の名手と して源義経を単 軌 義庫が
16sa mi Lajos
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17 高橋邦太郎訳 『ア ン ベ ー ル幕末日本絵図』 雄松堂 (1978年) 上巻 _1p.
18 高橋邦太郎訳 『ア ン ベ ー ル幕末日本絵図』雄槍堂 (1978年) 上巻1
- 2p･
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小柄で背 の低い 人物で あり ､ 日本人の 画家が義経を橋の欄干 に 立 っ た姿で よく描く こ と を記 述 し
て記事を終えて い る｡
しか し日本人 の 武器に つ い て記述 した もの と して 日本刀 に つ い て の 記述 が無 い の は 不 自然 とは
い えま い かo こ の部分 に相当す るア ン ベ ー ル の記 述を参照する と ､ 原典で は そ の 直後に以下 の よ
うな記述が続く事が分か る｡
｢日本の 貴族が惜しげもなく金を投 じ､ それ を誇り とする の は武器で ､ 特に刀剣に つ い て は ､
鍛 え方は た ぐい なく優れ ､ 一 般的 に柄や鞘に は ､ 彫金や象眼で こ の う えなく精練な装飾が施
され て い る｡ だが主に 刀 剣の値打 ちは ､ 旧家に伝わ っ た こ とと ､ たて た武功に よ っ て決 まる
の であ っ て ､ どの 刀剣でも ､ 古い家柄の大名 には ､ 由来や ､ 伝統や歴史があり ､ そ の 価値は ､
そ の刀 が どれだ け戦場で 血を流 した か に よる の で ある ｡ 新 しく 買い 求 めた刀 は ､ 買 っ た人 の
手 に ､ い っ までも処女で い るわけに は い かなく な っ て い る ｡ 刀 の所有者と な っ た武士 は ､ 人
間 の血 に投 げ入れ る機会を待っ て ､ それを生きた動物 か ､ で きたら ､ 死刑囚 の 死体で試 し斬
りす る ｡ 上 司の 許可を受 けて ､ 死刑執行人か ら引き渡 され た死体を ､ 邸 の 庭 で十字架に かけ
るか ､ 木馬 に縛り付け ､ 刀 で切り刻んだ り ､ たちわ っ たり ､ 一 刀 両断 して腕前を試 したり ､
二 つ の 死体を結び付 けて お い て , 胴 の真申を 一 太刀 で見事に た ちわる技 を身 に つ ける の で あ
る｡ 19+
日本刀 に つ い て記述 を しなか っ たの は こ の 様な部分 を避 けた か っ た の で はない か と筆者は想像
する ｡
次に ｢医師階級+ に つ い て 見て みた い ｡ こ の部分は ア ン ベ ー ル の 著作中下巻最初の テ ー マ と な
っ て い る｡ シ ヤ ー ミ は 『日曜新聞』 で 日本 の中に も多く の 医師が存在 し､ 特に大都市には多い こ
と､ また御典医から町 医者まで 医師の 中にも階級 が存在する こ とを述べ ､ さらに医師の 服装が威
厳の ある事､ また低い 階級 の 医師たちも報酬を度外視 した医師の 活動改に衆人 の 尊敬 を受けて い
る こ とを述 べ て い る｡ そ して 最後 に医師の 自己犠牲や学問 - の 貢献 か ら医師の 組合は数百年 の 間
こ の 国に存在 し続けて い ると結ん で い る ｡
こ の 記事で見 る限 り 日本 の 医師は非常に理想化され たすばら しい 存在とい えるだ ろう ｡ しか し
ア ン べ - /レ の原 著と比較すると原典で ほ真申に存在 して い た 一 つ の 段落が完全 に欠落 して い る こ
とに気づく ｡ そ の段落は ､ 日本で は医師の 開業に は特別 な試験 が無 い こ と､ そ して 漢方と蘭方と
い っ た ように全 体と して 統 - し､ 確立され た治療法や医師養成 の組織が存在 しない こ とを指摘し
て おり､ さらに次の よう に論を進 めて い る ｡
いずれ に して も ､ 国民 は改革を全然要求 して は い な い の で あ る｡ 彼 らに 必要なの は ､ 自分
の 自由になる 医者が大勢い る こ とであり ､ - (中略) - 結局 ､ い っ て み れば､ 医術を修めた人
の 中に , 親切で ､ 病人 の考 えに逆らわない ように気 を配り ､ 信 頼され ようと汲 々 と して い る
召 し使い の姿を見たい の で ある ｡ 彼 ら (医師たちの こ と 一 筆者) の職業はこ の様な信頼で も
っ て い るようなもの で ある｡ こ の彼らの 最後の役割が公衆に尊敬 の 念を起こ させる ､ ある種
19 高橋邦太郎駅 『ア ン ベ ー ル 幕末日本絵図』 雄松堂 (1978年) 下巻 299
- 30p･
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の 態度を彼らに強要 し､ 彼 らを社会 の他の 階級と区別 させて い るの で あるo 20+
これ はア ン ベ ー ル の非常に鋭い 観察眼か ら引き 出された重要な部分で ある｡ こ の段落 の欠如 は
恐らく ア ン ベ ー ル の 記述の ニ ュ ア ン ス を完全に変えて しまうほ どの 意味を持 っ て い る ｡ シ ヤ ー ミ
がア ン ベ ー ル の 著作の 中か ら意図的に残酷なもの ､ ネガテ ィ ヴな情報を避 けて記事 を作っ て い っ
た こ と は間違い ない と筆者は考 える｡ こ の様に美化 された ｢日本+ は 正 に異文化の ユ ー トピアと
して ハ ン ガリ ー 人読者が求 めた もの で あり ､ 『日曜新聞』 はそれ を提供 したの で ある ｡ そ して そ
の ような ユ ー トピア を可能 に したの は地理的な遠隔性 に基づく情報 の少なさであ っ た｡
『日曜新聞』 と い う ハ ン ガリ ー 人の 有力なメディア が 日本に 関 して ､ 限 られた情報 の中の 更に
ポジテ ィ ヴに特化 した情報を提供 して い たこ とは 明らか で あり ､ こ の視点は知識人が 日本を見つ
める基礎 となり ､ 同様な視点か ら日本の 近代化を捉 え続けて い っ たとい う点は重要で ある｡ 19世
紀後半 に培われ た対 日認識は 日露戦争の 時期に反露意識 と結合して 日本 に対す る同情を強 め る役
割を果た したと筆者は考える ｡ 次章では こ の対 日認識と 日露戦争期 ハ ン ガリ ー にお ける親日的世
論形成 との 関連 に つ い て考察を加 えた い ｡
第3 章 好意的対 日認識 の 定着
1 $96年か ら 1 905年までウィ ー ン駐在日本公使を勤めた牧野伸顕は 『回顧録』
ー
の中で ､ 日露戦
争に際して ハ ン ガリ ー 人が 日本に対する 同情の念を強く示 したと記述 して い る21o 2 0世紀初頭の
ハ ン ガリ ー で の こ の様な動きは 19世紀後半の対日認識とどの ような関係に ある のだ ろうか ｡
これまで 日本にお ける研究 の 中で は 日露戦争期 ハ ン ガリ ー の親日的世論に つ いて 深 い検討が為
されて おらず ､ ハ ンガ リ ー 人が自らをア ジア起源 の 民族 と して意識 して い た こ とがその 理由の -
つ で あるとされ る場合が多か っ たo ペ 一 夕 - ･ パ ン ツ ァ - は 19 80年 の シ ンポジウム にお いて 日露
戦争中 ハ ン ガリ ー 人が 日本を支持した理由に つ い て ｢ (ハ ン ガリ ー 人に他の ヨ ー ロ ッ パ の 諸民族
に対する) 言語的疎外感 があっ た こ と ､ 及びその 発祥の 地中央アジア に対す る憧憶の 念か らも､
日本に対 し同類意識があ っ た為22+ と述 べ て い るo また稲野強は ヴア ー ム べ - リ ･ ア ー ル ミ ン の 研
究の 中で パ ン ツ ァ - の 説を根拠 に 日露戦争期の ハ ン ガ リ ー 人の 親日性 を彼 らの言語的疎外感 とア
ジア起源に基づく親近感 に求め て い る23o しか し､ これまで見てきたように 19世紀後半の ハ ンガ
リ ー にはア ジア の 同族と して の 対 日認識は殆 ど見る こ とができない の で ある ｡
ハ ン ガ リ ー の親日的世論を支 えたもの は何 か . こ の 点に つ い て は セ ル ダ - イ ･ イ シ ュ トヴァ -
ン が考察 して い るo セ ル ダ - イ は 日露戦争期の ハ ン ガリ ー 人世論を扱っ た論文中､ バ ル カ ン 問題
20 高橋邦太郎訳 『ア ン べ - ル幕末日本絵図』 雄松堂 (1978年) 下巻 17 - 18p.
2 1牧野伸顕 『回顧録』(上)269p､ 283p 中公文庫 (1977年)
22 ペ - タ - ･ パ ン ツ ア - ｢オ ー ス トリアにおける 日本像+ 日本東欧関係研究会編 『日本と東欧の
文化交流に関する基礎的研究』 (1981年)12 4p.
28 稲野強 ｢牧野伸顕と日露戦争(I)+ 『群馬県立女子大学紀要』第10号41p. (1990年)及び ｢『反
露主義者』 ア ー ル ミ ン ･ ヴア ー ム べ - リ+ 山本俊朗 『ス ラグ世界とその周辺』 ナウカ(1992年)
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をめ ぐ っ て 対露協調政策を進め る オ ー ス トリア - ハ ン ガリ - 帝国 の外交政策が ハ ン ガ リ ー 国会にお
い て 問題とされた際に表明された政府与党と野党の対 日認識を新聞記事から分析 して い る o セ ル
ダ - イ に よる と ､ 政府側 が 日本 の 大国化 を ヨ ー ロ ッ パ 人 の ア ジア にお ける優位を脅かす存在 と し
て認識 して い る の に対 して ､ 野党側 は専制 ロ シ ア に対 して 立ち上 が っ たア ジア の小国と して 認識
して い るの で あるo セ ル ダ - イは こ の論争の 背景 に ハ ン ガリ ー 人の 4 8年革命以来の反露的気風と
ハ ン ガリ ー 民族主義 の 台頭が 日本に対す る同情を喚起 し､ そ の 際に ｢専制 ロ シ ア と立憲制 日本+
とい う対立図式 の 中で知識 人層の多くが 日本 に同情的立場を示 した と指摘 して い る24o セ ル ダ - イ
は ｢反露+ 的な ハ ン ガリ ー 民族主義が r親 日+ 的な世論を生ん だ とい う見方 を して い るが ､ 一 方
で次 の よう に述 べ て い る ｡ ｢ハ ン ガ リ･ - の解放戦争を阻害 した ロ シア よりも ､ 殆 ど知 られ て い な
い ア ジア の 小 民族が よ り人気があ っ た こ と は驚く に催 しない が ､ 最近 まで封建制 の 閉塞状態 の 下
に あっ た､ ヨ ー ロ ッ パ か ら遠く に存在す る 一 民族が非 ヨ ー ロ ッ パ 的な文化的 ､ 経済的そ して政治
的伝統 をも つ 国々 の 間 で軍事大 国と して 国際政治の舞台に立 っ て い る こ と にアナ リ ス トたちが意
見を表明 しなか っ た こ とは 全く驚きで ある｡ 25+
筆者は こ の 点に 関 して ､ 近代国家と して の 日本 の 姿が 日露戦争当時 に は ハ ン ガリ ー で既 に広く
受 け入れられ た 一 般的な知識 と して定着 して い た と主張 したい o 日露戦争期 ハ ン ガリ ー にお ける
日本 - の 同情的世論は 第 - 義的 に反露的気風 ､ ハ ンガリ ー 人の 民族主義 の現れ と して捉 える べ き
で あるこ とは筆者も同感 で ある｡ しか し､ そ の 際に 1 9世紀後半に形成された如意的な対 日認識が
ヨ ー ロ ッ パ 的な価値観に沿う 日本像を用意 し､ ハ ンガリ ー 人 の親 日的世論を支えたの では ない だ
ろうか ｡ 日露戦争期は所謂 ｢黄禍論+ が宣伝され た時期で あるが ､ 中国や太平洋 に利権を持 つ 他
の列強 とは違 い ､ ス ラ グとゲル マ ン の狭 間で幾多の 試練を味わ っ て きた ハ ン ガリ ー 人 には黄禍論
より もロ シア の 脅威の 方が は るか に切実 で あり ､ 現実的 であ っ た ｡ 一 方 1890年代以来 ､ 日本は
立憲制 を採用 した近代国家と して 一 般 に知 られて い た. こ の様 な状況 の もとで 一 般的な知識と し
て の 近代 国家日本に つ い て非 ヨ ー ロ ッ パ 文化 に対する警戒感か ら評論を差 し挟む こ とは 当時 の ア
ナリ ス トた ちに とっ て 黄禍論を振 りか ざすに近 い 一 種 の アナ ク ロ ニ ズム で あ っ た の で はな い か と
筆者は考える の で ある｡
結論
19世紀後半 における ハ ン ガリ ー 人 一 般の対 日認識は概 して好意的なも の で ､ 日本 の 文化に対す
る興味関心 か ら醸成されて い っ たと考えられ る｡ 情報源の 多くは他 の ヨ ー ロ ッ パ 諸国における 日
本研究の成果と旅行者 の 見聞の 情報に よ っ て い たが ､ 1880年代以降ハ ンガリ ー 人の 直接の情報も
入 る ようにな っ た｡
24szerdahelyIstv血
'Az o ros2:-JaP血 hibo rd 6s m agyarpolitik ai k62TV6le m6Hy
'
”
Jap血 - kntat丘s
Magyar o rs zdso nM dltisJele n
” Btldapest 1996
26sz erdahelylstv血
'Az or os かjap血hibo rd is m agy肝 POlit k ai k62Nile n6ny
'
,,
Jap血 - kutatas
M agyar o rs z細o nM 山t6sJelen
” Budapest 1996
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19 世紀後半の ハ ン ガリ ー 人は 自らが属する ヨ ー ロ ッ パ 文化 とは全く異なる エ キゾチ ッ クな別世
界 の人 々 と して 日本人を認識 して おり ､ こ の認識が ､ ｢ヨ ー ロ ッ パ 的価値観の 上で好ま しい 近代
化 を進 める 日本+ とい う認識に大きく変更され るの は 1890年代以降で あるo そ して こ の認識は
広く定着 し､ 日露戦争で更に強め られたと考えられる ｡
19 世紀後半における ハ ン ガリ ー 人 の好意的対 日認識 の 平に ほ ､ 戦間期に支配的となる ツ ラ ニ ズ
ム の影響を見出すこ とはできない ｡ これ は 日露戦争期につ い ても同様 である｡
日露戦争を契機 と して ハ ン ガリ ー 人が持 っ た 同情的(そ して後に賞賛的)な態度は 自らに深 い 関
連性 の ある政治的な事件を契機と した初めて の対日認識で あ っ たと言う こ とができ る ｡ それは 同
時に ロ シアとい う巨大な隣人 を前提 とした上で の 初めて の政治的対 日認識で あ っ た と言うこ とも
でき るだろう｡ ｢近代的国家と して の 日本+ ､ そ して ｢ロ シア を打ち破 っ た強国と して の 日本+
とい うイメ ー ジは 日露戦争後 ､ 第二次世界大戦の 終結まで 一 貫して ハ ン ガリ ー 人の 対 日認識を支
配 したものなの で ある ｡
最後に同時期 の 日本 の対 - ン ガリ ー 認識に つ い て述 べ た い o 19 世紀後半の ハ ンガリ ー 人 の対 日
認識と比 べ る と､ 同時代の 日本人の 対 ハ ン ガリ ー 認識は かなり対照的で あるo 久米邦武 『米欧回
覧実記』であらわれた ハ ン ガ リ ー は 日本と共通する面を多く持つ 遅れた小国と して の もの で あり26､
東海散士 『佳人 の奇遇』 で は同 じ弱小民族の 一 つ と して列強と対決するために 同盟 を結ぶ相手 で
あ っ た ｡ 日本人は植民地化 の恐れを常に根底 に持 っ てお り ､ 文化的な興味関心は殆 どなく ､ 政治 ･
経済的な関心が主で あっ た｡ 換言すれば 日本人は他の ヨ ー ロ ッ パ列強に対 して と同様に 一 貫 して
ハ ンガリ ー を政治的に 見て い たの であり ､ 文化 的な関心は 無視 し得 るほ ど小 さく ､ 全く副次的 な
もの で あっ たと言う こ と がで きる ｡ これは 両国の 置かれた政治的な状況の 格差をそ のまま反映 し
て い るとい えるだろう ｡
20世紀に入 っ て こ の格差は完全 に逆転する｡ 日本はア ジアの小 国から覇権を争う軍事大国とな
り ､ ハ ン ガリ ー は ヨ ー ロ ッ パ の 大帝国の 支配的地位を与 えられた民族から周囲を敵対的な国に 囲
まれた小国 - と転落す る｡ 政治的な親日意識がツラ ニ ズム という特殊な民族主義に包摂され ､ 1930
年代 の 孤立 した 日本と の 文化協定政策 - とつ なが っ て い る ｡ こ の プ ロ セ ス は ､ 政治的 関心 に支配
され続けてきた日洪両国民 の相互認識の反映と言うこ とができ るの で ある｡
26久米邦武『特命全権大使 米欧回覧実記』(四)第81巻 ｢維納府ノ記 附旬加利国ノ略説+406p 岩
波文庫 (1980年)
21
参考資料 1
『日曜新聞』 記事 の - 質 (1954年 から 1994年まで)
年月 日■ 記事見出 し 記事 内容 興味関心
1854/07/02 Az Ameri kaiak Japinba n. ペ リ ー 来航に つ い て 政治
1857/05/31 A Dairi vagy a･ JaPa nl
′ ●
t ual kod6papf6n6k
天皇たっ い て 文化
1858/12/12 Nih 血ys z6 Jap畠n r61 日本 の 町並み や 日本人 の 生
活に つ い て
文化 ･ 社会
1859/04/03 KipekJapanb61 日本と中国と の 対比
1862/07/06 Japani K6v ets6gEu rop孟ban･ 幕府の遣欧使節に つ い て 政治 ･ 文化
1868/01/19* A japan l S ark丘ny t孟rs ass ag
′ ● ′
ブダペ ス トで の 日本人曲芸 文化
mtltatVhy 団の 興行 につ い て
1868/04/12 * Jap血iz ar血dムkok ｢お遍路+ に つ いて
S丘mi Lajo s
文化
1868/09/20* Nippo nhidja Yedoban 日本橋近辺 に つ い て
S孟miLaj
.
O S
耳化
1868/10/04* Ajap血 oktars adalmi 61et6b61 日本人 の 日常生活に つ い て
'SamiLajos
文化
1868/12/06* Jap血i k6nyvirodalo m is 日本の 文学と書籍売買に っ 文化
kereskedis い て S孟miLajo s
1869/06/02 * Kipek Jap血b6l 仏教寺院の 内部 女化
Ayedoi buddhatemplo m S丘mi Laj
'
o s
1869/05/02* K ipek Jap血b61 日本の 武器と ヒ 一 口 ∵ ｢義 文化
A jap血i fegz v erei 6s h6s 経+
Yoshitz o n e SamiLajos
1869/05/09* K岳pek Japanb61 日本の 女性 文化 ･ 社会
Jap血in6k S丘miLajos
1869/05/09* K6pek Japanb61 日本の産業 経済
Japdniipar a S孟mi Lajos
1869/05/16 * K 岳pek Jap血b61 日本の 医者 文化
Az o rv os ok Jap血ban S孟miLajos
1869/05 16* K6pek Japanb61 日本の大挙芸人 文化 ･
′
En nke sek 由 boh6cz ok
Yed6ba n
S丘mi Lajo s
22
i1871/10j22 A鼠egyV enhitr onin 忠臣蔵 文化1｡ 歴史
且871/0/望9 A n eg yv e nh 由ro nin 忠 臣蔵 文化 ｡ 歴史
187 1/ll/05 Å皿egyV e n払畠 ro 温in 忠臣蔵 文化 ･ 歴史
1874/05/15 * Japan T6旦 IPa 鵬 r縫n eti 工業史か ら見た日本 経済 ･ 歴史
s z e 投pO‡1匂おるi Ⅹ畠ntu sJ壬払os
1874/05f2望* J盈p如 朗 1Part6rt血eti 工業史か ら見た日本 巌済 ｡ 歴史
s ze mpo且匂お6i Ⅹ孟皿ぬsJ血10S
1874/05/29* Japan r61' 1Partar縫n eti 工 業史か ら見た 日本 経済 ･ 歴史
sz e mpo ntjお6呈 X 由血 sJ畠nos
且875/05/23 EgyujJa S2忠呈e七e耽o rs z畠g
′ ■ ◆ T
日本事情 政治 ､ 文イヒ
1875/08/29 * J年p畠n壬Iajぬm 由 m o st 日本 の祭 日 文化
Ajapan okn6p缶n n epel S孟miLajos
1875/09/05* Jap血Ihajdanis m ost 日本の き つ ね ■文化
"R6ka-ko m a” Jap畠曲an S孟mi Lajos
1875/09/12* Jap血hajd皿 is.m ost 手品師､ 軽業師､ 大道芸人 文化
Sz e m托nyv es zt6k,
er6m竜v6sz ek 6s tlC ai
ko m edi孟s ok
S孟mi Lajo s
1875/09/19 * Jap血 hajdan 由 m ost 子 どもの 育て かた ､ 遊び 文化
Gyer m ekne v elis To rn畠sz at･
T ars asj孟t6kok
S孟mi Lajos
1875/09/26* ･Jap孟n王1 ajdan6s m o st 衰教と迷信 社会 ･ 文化
Vallas 6shitr6gis zet S畠mi Lajos
1875/10/10 * Jap血 hajd皿 6s most 社会階級と家庭生活･ 社会
Tarsa血l mi os zt孟iyok ■is
csai畠di■壷1由
S畠miLajos
1875/ll 07* Jap血hajdanis m ost 日本の 日常生活 社会 ･ 経済
Piac zi 由utcai 6王etYed6ba n S畠2hiLajo s
187.5/ll/14 * Jap血hajda n由 m o st 日本の俳優と劇蓉 文化 ･ 芸術
Szh 由z ek 由s zinh畠zak S孟mi Lajds
1880/04/25 Japani風紋 日本の女性 社会
1880/04/25* Ta mlm孟riy a JaP畠ni
ノ
Zichy■Agost の著作め書評 文化 ･ 学術
m怠v由z etr61 伊uls zkyを土よ る)
1880/･ * Pulszky に よる美術評論 文化 ･ 学術
1881/06/12 Am tlletek istalie m畠n ok 日本の 占い 文化
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1882/08/13 *
′ ′ ′
B m A BOL 毘A Z A F E L E 中国か ら太平洋経 由 で帰 る
ハ ン ガ リ ー 人 の投稿文
紀行文
1883/ll/25 * Japani.miiv壷s z et 日本 の芸術 文化 ｡ 芸術
1884/01/20 Jap血iFes z縫sz etr6i 日本 の絵画 文化 ｡ 芸術
且887/10/i6 Åj盈P血i Ⅰieg yi 駈is七島iy 日本 の鉱石 自然科学
｡
且891/01/25 Ajapa 皿paTla m ent m eg毘yitis a 日本 の 国会開設 政治
189i//06/0 7 * M ikad6 日本 の歴史
(Sze m ereAttiia に よる)
政治 ｡ 歴史
189且//06/0 7 * A Z ÅSA KUSA T 巴M P LOM
TOKIOB AN
浅草 文化
i89且//06/0 7 Jap血im蝕 日本 の女性 社会
且894/0望化i Fere 毘CZFerdin axld F6heT C eg 皇太子世界
一 周方賀行 に 関す 文化 ｡ 歴史
′
F61dk6raliUtja る海軍士官の 手紙
1894/02/且8 Ferencz Ferdi皿and■F6heTCeg 皇太子世界
- 周旅行 に 関す 文化 ｡ 歴史
′
F61dk6raliU軸 る海軍士官の 手紙
1894/02/18 Åzai皿6k ア イヌ に つ い て 文化
1894IO2/25Fer en czFeTdinand F6herc eg 皇太子世界
一 周旅行 に 関す 文化 ｡ 歴史
′
F6idk6rali U匂a る海軍士官の 手紙
1894/03/04 Fer en czFerdin and F6herc eg 皇太子世界
- 周旅行 に 関す 文化 ･ 歴史
′
F61dk6raliU如 る海軍士官の 手紙
1894/03/l l Fer en czFerdin 皿d F6her c eg 皇太 子世界
一 周旅行 に 関す 文化 ･ 歴史
′
F61dk6TBli U匂a る海軍士官の 手紙
註 1 :1872 年及 び 1888年 1895年前半に関 して は図書館 で こ の 年 の もの が欠落 して い たた め以
上の 中に含まれて い な い . また 1894年は オ ー ス トリア ｡ ハ ン ガ リ ー 帝国皇太子 フ ラン ツ ｡ フ ェ
ル ディ ナ ン ドの 訪 日と 日清敏争勃発 の た めそ の 記事は かなり多くな る｡ しか し､ 本発表 の趣 旨か
ら判断 して これ以降の も の は含めなか っ た｡ 0
註 2 : 表中の * は明ら かに翻訳 で は なく ハ ン ガリ ー 人 の筆に よ っ て かかれ たも の と判断され る も
の で ある｡
註 3 : 記事の ｢興味関心+ の 判定は発表者に よる もの ｡ 日曜新聞自身の分類によれば日本関係記
事は ほとん どが N阜p is mer etteje sit6s つ ま り ｢他の 民族の 国情紹介+ と でも言う べ き範噴に属 し
て い る｡
24
参考資料 2 『日曜新聞』 で措かれた 日本
日本の本屋 :1868年 12月 6 日
日本の 医者 : 1869年5月 16日
25
手 品師､ 軽業師 :1875年 9月 12 日
lil
ヾ
i)
･ 郎
@
モざ
大道芸人 :1875年 9月 12日
I-‾‾.- L-_
26
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日本 の 祭 日 :1875年 8月 2 9日
日本の 俳優と劇場 : 1875年 1 1月 14 日
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